










土師器・須恵器の食器土師器・須恵器の食器

陶硯陶硯

帯金具帯金具

奈良三彩奈良三彩

まじないに使われた木製品まじないに使われた木製品

土馬と人面墨書土器土馬と人面墨書土器おもり（市指定文化財）とものさしおもり（市指定文化財）とものさし

平城京の暮らし

　平城京には、奈良時代の貴族たちが暮らしていました。平城京跡の調査では、日常生

活に必要な土師器や須恵器などの食器のほか、官人が使用した帯金具や硯などさまざま

なものが出土します。また、京内の市場である東・西市では、多くの商品が全国から集

められ、貨幣経済の社会が成立します。

唐三彩唐三彩



平城京の寺院

　平城京にはいくつかの寺院がありました。東大寺や薬師寺などは今日でも有名な寺院

ですが、奈良時代に最も格式が高かった寺院は大安寺です。現在の大安寺には当時の建

物はひとつも残っていませんが、地下には筆頭官寺として栄えた当時の姿が残されてい

ます。大安寺の発掘調査では、多くの瓦類のほか唐三彩や風鐸なども出土しています。

　また、西大寺旧境内からはイスラム陶器が出土しています。シルクロードで奈良の都

と西洋世界が繋がっていたことを示す貴重な資料です。

風鐸（大安寺）風鐸（大安寺）

イスラム陶器（西大寺）イスラム陶器（西大寺）

大安寺西塔跡大安寺西塔跡

軒瓦（大安寺）軒瓦（大安寺）

鬼瓦（大安寺）鬼瓦（大安寺） 垂木先瓦（大安寺）垂木先瓦（大安寺）



平安～戦国時代（794 ～ 1603 年）

　都が平安京へ遷っても、東大寺などの主要寺院はそのまま残されました。やがて興福

寺が強大な勢力をもつようになり、実質的に大和を支配していきます。これらの寺社の

周辺に門前郷が発達し、南都として栄えました。

蛭藻金（北室町）蛭藻金（北室町）

瓦器（市内各所）瓦器（市内各所） 輸入陶磁器（西大寺旧境内）輸入陶磁器（西大寺旧境内）

腰刀と轡（法蓮町）腰刀と轡（法蓮町） 土坑墓（西大寺旧境内）土坑墓（西大寺旧境内）

備前焼大甕（椿井町）備前焼大甕（椿井町）

蔵骨器として使われた土師器羽釜蔵骨器として使われた土師器羽釜
（古市城跡）（古市城跡）



江戸時代（1603 ～ 1868 年）

　奈良は幕府が直接支配する直轄領となり、奈良奉行所が置かれました。門前郷は奈良

町として発展し、現在につながる町割りが造られました。17 世紀には桟瓦が発明され、

町屋に瓦ぶき屋根が普及していきました。奈良町は墨作りや刀作りなど様々な手工業を

産業基盤とし、都市として発展しました。

肥前磁器大皿（瓦堂町）肥前磁器大皿（瓦堂町）

両桟瓦（今小路町）両桟瓦（今小路町）

奈良町遺跡（今小路町）奈良町遺跡（今小路町）刀装具の鋳型（柳町）刀装具の鋳型（柳町）

国産陶磁器（市内各所）国産陶磁器（市内各所）



埋蔵文化財調査センターのしごと

　遺跡の発掘調査は、昔の柱穴や井戸など遺

構が見つかる深さまで表土を除去することか

ら始めます。そして、丁寧に土の違いを観察

しながら遺構を見つけ、その中を掘っていき

ます。遺構の掘削が一区切りついたところで、

写真撮影や実測図化を行い、遺跡の記録を作

成します。

　発掘調査で出土した遺物は、埋蔵文化財調

査センターで洗浄し、出土場所の記録を遺物

に記した後、それを分類し復元します。復元

できた遺物は、写真撮影や図化を行って記録

します。こうして作成した発掘調査の記録を

下に、その成果を市民に広く公開するなど、

埋蔵文化財の活用事業を行っています。

市民による発掘体験市民による発掘体験

掘削風景掘削風景

実測図の作成実測図の作成

洗浄洗浄

接合接合 復元復元 実測実測

発掘調査

出土品の整理
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奈良市埋蔵文化財調査センターの概要
　奈良市には、　古代日本の都であった平城京をはじめ、我国の歴史と文化を物語る貴

重な埋蔵文化財が多く残されています。

　これらの埋蔵文化財を市民共有の文化的財産として適切に保護し、後世に引き継ぐこ

とは、現代に生きる私たちの責務であるとの考えから、本市における埋蔵文化財の発掘

調査、出土品の整理・保存・研究を行い、活用を図る拠点施設として、昭和 58 年９月

１日に奈良市埋蔵文化財調査センターを設置しました。

本館配置図



外観外観 １階ロビー１階ロビー

洗浄室洗浄室

写真撮影室写真撮影室

講座室講座室

展示室展示室

整理室整理室

書庫書庫


